
特集
再
考
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

全
銀
シ
ス
テ
ム
障
害
か
ら
学
ぶ

Ｉ
Ｔ
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
確
保
の
要
諦

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上
に
は

関
係
者
や
業
界
を
巻
き
込
ん
だ
対
応
が
不
可
欠

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
中
で
大
き
な
比
重
を
占
め
る
Ｉ
Ｔ
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
。
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
を
確
保
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
障
害
対
策
に
は
「
予
防
」「
検
知
」「
代
替
」「
復
旧
」

の
四
つ
の
観
点
が
重
要
で
あ
り
、
開
発
会
社
や
他
組
織
も
巻
き
込
ん
だ
検
討
や
訓
練
が
望
ま
れ
る
。

本
稿
で
は
、
２
０
２
３
年
10
月
に
発
生
し
た
全
国
銀
行
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム
（
全
銀
シ
ス
テ

ム
）
障
害
の
事
例
を
も
と
に
、
Ｉ
Ｔ
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
確
保
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
障
害
対
応
策
に
つ

い
て
、
金
融
機
関
、
シ
ス
テ
ム
開
発
会
社
、
接
続
す
る
他
組
織
の
三
つ
の
視
点
か
ら
提
案
す
る
。

シ
ス
テ
ム
障
害
対
策
で

欠
か
せ
な
い
四
つ
の
観
点

　

一
般
に
シ
ス
テ
ム
障
害
が
ま
っ
た

く
発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は

難
し
く
、
現
実
的
で
な
い
。
無
論
、

障
害
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
、
特

に
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
を
担
う
シ
ス
テ

ム
に
お
い
て
、
機
器
の
二
重
化
を
行

う
な
ど
の
冗
長
性
を
確
保
す
る
こ
と

は
必
要
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
シ

ス
テ
ム
障
害
の
発
生
を
想
定
し
た
準

備
を
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、

こ
れ
ら
両
面
で
の
対
策
が
欠
か
せ
な

い
。
そ
こ
で
、
Ｉ
Ｔ
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

を
高
め
る
シ
ス
テ
ム
障
害
対
策
と
し

て
、「
予
防
」「
検
知
」「
代
替
」「
復

旧
」
の
四
つ
の
観
点
か
ら
説
明
し
た

い
（
図
表
）。

　

一
つ
目
の
予
防
と
は
、
障
害
を
未

然
防
止
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で

あ
る
。
シ
ス
テ
ム
障
害
の
未
然
防
止

率
を
高
め
る
た
め
に
は
、
シ
ス
テ
ム

投
資
の
計
画
段
階
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

可
能
性
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
二
重
化
し

て
シ
ス
テ
ム
障
害
が
発
生
し
た
際
に

サ
ー
バ
ー
を
す
ぐ
に
切
り
替
え
ら
れ

る
シ
ス
テ
ム
構
成
を
行
う
こ
と
や
、

「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
・
バ
イ
・
デ
ザ

イ
ン
」
の
よ
う
に
、
設
計
段
階
か
ら

静
岡
大
学
　
情
報
学
部

教
授

遠
藤
正
之
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特集
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
仕
様
を
考
慮
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

二
つ
目
の
検
知
で
は
、
シ
ス
テ
ム

で
の
異
常
な
状
況
の
発
生
を
利
用
者

が
気
付
か
な
い
う
ち
に
発
見
し
、
大

き
な
障
害
に
な
る
前
に
対
応
を
行
う

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
こ
の
こ

と
は
特
に
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対

応
で
最
も
重
要
に
な
る
。
シ
ス
テ
ム

ダ
ウ
ン
の
場
合
、
原
因
箇
所
を
早
期

に
発
見
す
る
こ
と
で
障
害
の
影
響
範

囲
を
極
小
化
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

三
つ
目
の
代
替
は
、
シ
ス
テ
ム
障

害
の
発
生
箇
所
を
避
け
つ
つ
、
別
の

手
段
で
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
継
続
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
シ
ス
テ
ム
の
障
害
を
意
識
し
た

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策
定

が
求
め
ら
れ
る
。
障
害
の
発
生
か
ら

復
旧
ま
で
の
間
、
代
替
機
能
に
よ
り

利
用
者
の
不
便
を
軽
減
で
き
る
か
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
日
頃
か
ら
関
係

者
間
で
シ
ス
テ
ム
障
害
時
の
対
応
を

訓
練
し
て
お
き
、
実
効
性
を
高
め
て

お
く
と
よ
い
だ
ろ
う
。

　

四
つ
目
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
障

害
発
生
箇
所
を
迂
回
（
バ
イ
パ
ス
）

す
る
暫
定
対
処
と
、
障
害
発
生
箇
所

を
本
来
の
機
能
が
満
た
さ
れ
る
よ
う

に
修
正
す
る
本
格
対
処
の
二
つ
の
方

法
が
あ
る
。
本
格
対
処
で
の
復
旧
に

は
確
認
や
検
証
に
時
間
が
か
か
る
場

合
が
あ
る
た
め
、
い
っ
た
ん
は
暫
定

対
処
の
復
旧
を
実
施
す
る
こ
と
も
検

討
さ
れ
よ
う
。

全
銀
ネ
ッ
ト
を
巡
る 

シ
ス
テ
ム
障
害
の
あ
ら
ま
し

　

実
際
の
シ
ス
テ
ム
障
害
の
事
例
と

し
て
、
２
０
２
３
年
10
月
に
発
生
し

た
全
銀
シ
ス
テ
ム
障
害
に
つ
い
て
、

そ
の
対
応
を
振
り
返
り
た
い
。

　

本
事
案
で
は
、
23
年
10
月
７
日
か

ら
９
日
に
か
け
て
、
全
銀
シ
ス
テ
ム

の
中
継
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
（
Ｒ
Ｃ
）

を
「
Ｒ
Ｃ
17
」
か
ら
「
Ｒ
Ｃ
23
」
へ

更
新
す
る
第
１
回
の
移
行
作
業
が
、

14
金
融
機
関
で
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、

移
行
後
初
日
の
営
業
日
で
あ
る
10
月

10
日
の
朝
、
10
の
金
融
機
関
で
中
継

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ

ン
し
、
他
金
融
機
関
と
の
間
で
テ
レ

為
替
（
電
信
為
替
）
経
由
で
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
送
金
が
で
き
な
い
状
況
と

な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
10
金
融
機
関
は
、

い
ず
れ
も
中
継
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
内

の
「
内
国
為
替
制
度
運
営
費
付
加
・

チ
ェ
ッ
ク
処
理
」
を
利
用
し
て
い
る

金
融
機
関
だ
っ
た
。
解
析
に
よ
り
、

内
国
為
替
制
度
運
営
費
の
テ
ー
ブ
ル

を
参
照
す
る
際
に
エ
ラ
ー
が
発
生
す

る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

代
替
対
応
に
つ
い
て
は
、
給
料
振

り
込
み
の
よ
う
な
特
定
日
に
ま
と
め

て
送
金
を
行
う
新
フ
ァ
イ
ル
転
送
で

の
デ
ー
タ
授
受
や
、
電
子
媒
体
に
よ

る
金
融
機
関
か
ら
の
デ
ー
タ
持
ち
込

み
で
対
応
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、

対
象
デ
ー
タ
が
多
く
、
金
融
機
関
側

で
内
国
為
替
制
度
運
営
費
の
デ
ー
タ

を
追
加
す
る
な
ど
の
準
備
作
業
が
必

要
だ
っ
た
こ
と
か
ら
対
応
が
遅
れ
、

２
日
間
で
約
３
１
５
万
件
の
発
信
に

対
し
て
約
１
０
７
万
件
の
発
信
の
持

ち
越
し
が
発
生
し
た
（
23
年
12
月
１

日
に
全
国
銀
行
資
金
決
済
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
全
銀
ネ
ッ
ト
）
が
公
表
し
た

数
字
に
よ
る
）。

　

復
旧
で
は
、
暫
定
対
処
に
２
日
間

〔図表〕 システム障害対策の４つの観点

対策種類 説明

予防 障害が起きにくい設計を行う。システム投資の計画段階からの考慮が必要

検知 システムの異常やシステムダウンの原因を早期に発見して対処する

代替 別の手段でサービス提供を継続し、利用者への影響を最小化する

復旧 障害箇所をバイパスする暫定対処と、完全な修正を行う本格対処がある

（出所） 　大和総研『ＩＴレジリエンスの教科書』から筆者作成。

再考 オペレーショナル・レジリエンス
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か
か
っ
た
。
10
月
10
日
17
時
に
全
銀

ネ
ッ
ト
が
決
定
し
た
暫
定
対
処
で
は
、

内
国
為
替
制
度
運
営
費
の
テ
ー
ブ
ル

を
参
照
せ
ず
に
、
固
定
値
に
て
内
国

為
替
制
度
運
営
費
の
金
額
を
入
力
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
正
の
実
行
が
掲
げ

ら
れ
た
。
し
か
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

改
修
箇
所
が
多
岐
に
わ
た
っ
た
た
め
、

結
局
、
翌
11
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
始

ま
で
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
正
が
間
に
合

わ
ず
、
10
金
融
機
関
で
他
金
融
機
関

と
の
送
金
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い

た
。

　

11
日
13
時
に
な
り
、
次
の
暫
定
対

処
と
し
て
、
内
国
為
替
制
度
運
営
費

の
金
額
を
一
律
ゼ
ロ
円
と
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
修
正
を
行
う
こ
と
と
し
、
翌

12
日
か
ら
稼
働
が
実
現
し
た
。

　

な
お
、
内
国
為
替
制
度
運
営
費
の

計
算
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
う
本
格
対

処
に
つ
い
て
は
、
24
年
１
月
か
ら
３

月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。

全
銀
シ
ス
テ
ム
障
害
の 

問
題
点
と
課
題

　

本
シ
ス
テ
ム
障
害
の
直
接
的
原
因

は
、
内
国
為
替
制
度
運
営
費
の
情
報

に
係
わ
る
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
テ
ー
ブ
ル

の
生
成
処
理
の
不
具
合
に
よ
り
、
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
テ
ー
ブ
ル
自
体
が
破
損

し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
破
損

は
、
テ
ー
ブ
ル
を
作
成
す
る
処
理
に

お
い
て
、
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
（
Ｏ
Ｓ
）
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
に
伴
う
サ
イ
ズ
拡
張
の
認
識
不
足

に
よ
り
、
必
要
な
メ
モ
リ
の
確
保
が

不
十
分
だ
っ
た
こ
と
で
発
生
し
た
。

　

こ
こ
に
つ
な
が
る
要
因
と
し
て
は
、

①
本
来
デ
ー
タ
引
き
渡
し
が
役
割
で

あ
る
中
継
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
複
雑

な
ロ
ジ
ッ
ク
が
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
、

②
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
装
時
に
設
計
仕
様

の
確
認
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
、
③

テ
ス
ト
で
の
デ
ー
タ
の
網
羅
性
が
不

十
分
だ
っ
た
た
め
に
不
良
の
検
出
漏

れ
が
発
生
し
た
こ
と
、
④
移
行
時
の

テ
ー
ブ
ル
作
成
後
の
検
証
が
不
十
分

だ
っ
た
こ
と
│
│
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
移
行
計
画
に
つ
い
て
も
、
中
継

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
東
京
・
大
阪
の

２
カ
所
に
あ
る
と
い
う
冗
長
構
成
を

採
っ
て
い
な
が
ら
、
同
時
に
移
行
す

る
計
画
を
実
行
し
た
こ
と
で
、
リ
ス

ク
を
高
め
る
結
果
と
な
っ
て
い
た
。

　

代
替
に
つ
い
て
の
問
題
点
は
、
事

前
の
準
備
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
に

あ
る
。
テ
レ
為
替
で
送
金
す
る
取
引

デ
ー
タ
を
、
新
フ
ァ
イ
ル
転
送
で
の

デ
ー
タ
授
受
や
電
子
媒
体
で
の
デ
ー

タ
持
ち
込
み
に
変
更
す
る
に
は
、
各

金
融
機
関
の
作
業
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
た
め

の
訓
練
や
仕
組
み
が
不
十
分
だ
っ
た

た
め
、
当
日
中
の
持
ち
込
み
が
間
に

合
わ
ず
、
時
間
切
れ
に
な
っ
た
。

　

復
旧
に
お
け
る
問
題
点
と
し
て
は
、

暫
定
対
処
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
正
に
当

た
る
影
響
確
認
が
不
十
分
だ
っ
た
た

め
、
翌
11
日
ま
で
の
対
応
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の

結
果
、
よ
り
簡
素
な
か
た
ち
で
内
国

為
替
制
度
運
営
費
の
計
算
を
ス
キ
ッ

プ
す
る
暫
定
対
処
を
翌
日
に
行
う
こ

と
と
な
っ
た
。
最
初
か
ら
、
よ
り
修

正
箇
所
の
少
な
い
暫
定
対
処
を
選
択

す
る
見
極
め
が
で
き
て
い
れ
ば
、
11

日
に
は
稼
働
で
き
た
可
能
性
が
高
い
。

金
融
機
関
が
独
自
に 

実
行
す
べ
き
五
つ
の
対
応
策

　

こ
の
全
銀
シ
ス
テ
ム
の
事
例
を
踏

ま
え
、
Ｉ
Ｔ
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
確
保

す
べ
く
、
シ
ス
テ
ム
を
運
営
す
る
金

融
機
関
（
全
銀
ネ
ッ
ト
を
含
む
）
で

の
対
応
と
、
シ
ス
テ
ム
開
発
会
社
を

含
め
た
対
応
、
接
続
す
る
他
組
織
ま

で
含
め
た
対
応
の
三
つ
の
視
点
か
ら

対
応
策
を
示
し
た
い
。
ま
ず
、
金
融

機
関
の
対
応
と
し
て
次
の
５
点
を
提

案
す
る
。

　

第
一
に
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
前
提

と
な
る
重
要
な
業
務
を
定
義
し
、
優

先
順
位
付
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
だ
。

全
銀
シ
ス
テ
ム
の
場
合
、
国
内
の
金

融
機
関
間
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
当

日
中
の
処
理
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
テ
レ
為
替
、
新
フ
ァ
イ

ル
転
送
、
媒
体
持
ち
込
み
と
い
っ
た

複
数
手
段
の
い
ず
れ
か
を
利
用
し
、

当
日
中
に
金
融
機
関
か
ら
他
の
金
融

機
関
へ
の
振
り
込
み
を
終
わ
ら
せ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
２
系
統
の
シ
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特集
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
、
１
系
統
ず
つ
移

行
す
る
こ
と
も
十
分
に
検
討
の
余
地

が
あ
ろ
う
。

　

第
二
に
、
予
防
に
関
す
る
見
直
し

だ
。
今
後
開
発
す
る
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
は
、
計
画
段
階
か
ら
シ
ン
プ
ル

な
構
成
で
運
用
の
し
や
す
い
Ｉ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
ま
た
、
既
存
シ
ス
テ
ム
も
含
め
、

顧
客
影
響
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
、

事
務
処
理
に
関
す
る
実
効
性
の
あ
る

複
線
化
や
シ
ス
テ
ム
の
冗
長
性
の
確

保
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

は
、
常
日
頃
か
ら
点
検
し
て
お
く
べ

き
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
代
替
に
関
す
る
事
前
点

検
や
訓
練
の
実
施
だ
。
今
般
の
全
銀

シ
ス
テ
ム
の
対
応
で
は
、
障
害
が
発

生
し
た
中
継
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
経
由

で
の
受
け
渡
し
以
外
に
、
新
フ
ァ
イ

ル
転
送
で
の
デ
ー
タ
授
受
や
電
子
媒

体
で
の
デ
ー
タ
授
受
と
い
う
手
段
が

用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
ま
で
は
良
か

っ
た
。
た
だ
、
デ
ー
タ
作
成
側
の
事

務
処
理
を
考
慮
し
た
実
効
性
が
不
足

し
て
い
た
こ
と
が
悔
ま
れ
る
。

　

第
四
に
、
代
替
に
関
す
る
人
的
・

組
織
的
準
備
だ
。
利
用
者
視
点
で
の

代
替
対
応
を
行
う
た
め
の
タ
ス
ク
フ

ォ
ー
ス
を
速
や
か
に
設
置
で
き
る
よ

う
に
、
要
員
の
使
命
付
け
を
し
て
お

く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

シ
ス
テ
ム
障
害
が
発
生
し
た
場
合
、

シ
ス
テ
ム
開
発
の
担
当
部
署
は
、
原

因
箇
所
の
把
握
と
復
旧
に
向
け
た
修

正
へ
の
対
応
で
手
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。

そ
の
一
方
で
、
顧
客
対
応
や
広
報
を

行
う
た
め
の
リ
ソ
ー
ス
や
体
制
の
準

備
が
不
十
分
な
場
合
が
あ
る
。
顧
客

対
応
に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
担
当

部
署
と
は
別
の
指
揮
系
統
を
取
れ
る

よ
う
な
リ
ソ
ー
ス
配
分
で
準
備
し
て

お
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
無
論
、
両

者
が
情
報
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

第
五
に
、
シ
ス
テ
ム
更
改
計
画
の

対
外
開
示
だ
。
開
示
が
あ
れ
ば
、
金

融
機
関
顧
客
は
、
不
可
欠
な
資
金
移

動
（
例
え
ば
不
動
産
売
買
の
決
済

等
）
の
日
程
を
調
整
す
る
こ
と
も
可

能
に
な
り
、
影
響
範
囲
を
狭
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

予
防
や
復
旧
対
応
で
必
要
な 

シ
ス
テ
ム
開
発
会
社
の
参
画

　

金
融
機
関
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
の

開
発
や
運
用
で
は
、
そ
の
業
務
を
シ

ス
テ
ム
開
発
会
社
に
委
託
す
る
こ
と

が
一
般
的
で
あ
る
。
委
託
さ
れ
た
開

発
会
社
が
さ
ら
に
別
の
シ
ス
テ
ム
開

発
会
社
に
再
委
託
す
る
こ
と
も
多
い
。

従
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
開

発
会
社
を
含
め
た
対
応
を
考
慮
す
る

こ
と
も
欠
か
せ
な
い
。
こ
こ
で
は

「
開
発
段
階
で
の
予
防
」「
テ
ス
ト

段
階
で
の
予
防
」「
復
旧
で
の
対

応
」
の
三
つ
を
示
す
。

　

ま
ず
必
要
と
な
る
の
が
開
発
段
階

で
の
予
防
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
大
前
提
と
し
て
再
委
託
先
を
含

め
た
情
報
連
携
が
求
め
ら
れ
る
。
全

銀
シ
ス
テ
ム
障
害
で
は
、
詳
細
設
計

を
行
っ
た
担
当
者
が
製
造
段
階
（
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
）
で
関
与
し
て
お
ら

ず
、
設
計
の
重
要
な
項
目
で
あ
る
エ

リ
ア
拡
張
に
つ
い
て
、
製
造
段
階
の

実
装
へ
の
関
与
や
レ
ビ
ュ
ー
を
行
っ

て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
設
計

者
が
製
造
段
階
で
も
関
与
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

　

次
に
テ
ス
ト
段
階
で
の
予
防
で
あ

る
。
効
率
的
な
検
証
を
行
う
た
め
に

は
、
実
デ
ー
タ
提
供
な
ど
の
金
融
機

関
と
開
発
会
社
間
の
協
力
が
欠
か
せ

な
い
。
全
銀
シ
ス
テ
ム
障
害
に
お
い

て
は
、
従
前
の
Ｒ
Ｃ
17
が
各
金
融
機

関
に
置
か
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
Ｒ

Ｃ
23
は
全
銀
シ
ス
テ
ム
の
セ
ン
タ
ー

側
に
集
約
さ
れ
る
と
い
う
大
き
な
変

更
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
十
分
な
実
デ
ー
タ
で
の
テ
ス
ト

検
証
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

最
後
に
復
旧
で
の
対
応
で
あ
る
。

開
発
委
託
側
（
全
銀
シ
ス
テ
ム
障
害

で
は
全
銀
ネ
ッ
ト
）
と
開
発
会
社

（
全
銀
シ
ス
テ
ム
障
害
で
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

デ
ー
タ
や
再
委
託
先
）
と
の
共
通
認

識
が
取
れ
る
よ
う
な
連
携
が
必
要
で

あ
る
。
作
業
の
時
限
を
共
有
し
て
複

数
の
プ
ラ
ン
を
用
意
し
て
判
断
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
全
銀
シ
ス
テ
ム

障
害
の
場
合
、
全
銀
ネ
ッ
ト
が
開
発

会
社
と
復
旧
の
優
先
順
位
の
考
え
方
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特集特集
に
つ
い
て
合
意
で
き
て
お
ら
ず
、
代

替
案
へ
の
切
り
替
え
時
限
な
ど
の
取

り
決
め
も
な
く
復
旧
作
業
を
進
め
た

た
め
、
手
間
取
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
る
。

金
融
業
界
横
断
で
の 

取
り
組
み
も
不
可
欠

　

金
融
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
で
取
引
の
中

断
が
発
生
す
る
と
、
そ
の
組
織
だ
け

で
な
く
、
接
続
し
て
い
る
他
の
組
織

に
も
影
響
す
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に
、

金
融
機
関
間
の
決
済
業
務
は
重
要
な

業
務
で
あ
り
、
そ
の
業
務
は
各
金
融

機
関
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
つ
な
ぐ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
全

銀
シ
ス
テ
ム
や
日
銀
ネ
ッ
ト
も
担
っ

て
い
る
。
従
っ
て
、
決
済
業
務
の
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
た
め
に
は
、

各
金
融
機
関
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
加

え
、
全
銀
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
も
含
め
た
対
策

が
必
要
と
な
る
。

　

今
回
の
全
銀
シ
ス
テ
ム
障
害
で
は
、

影
響
は
移
行
し
た
金
融
機
関
に
限
定

さ
れ
て
い
た
が
、
仮
に
全
面
的
に
業

務
が
中
断
す
る
と
、
そ
の
影
響
は
国

内
の
全
金
融
機
関
に
及
ぶ
。
こ
こ
で

は
、「
予
防
と
し
て
の
テ
ス
ト
段
階

で
の
連
携
」「
代
替
策
に
関
す
る
訓

練
の
定
期
的
な
実
施
と
参
加
」「
実

効
性
あ
る
代
替
や
復
旧
の
た
め
の
組

織
間
連
携
」
の
３
点
を
示
し
た
い
。

　

ま
ず
、
予
防
と
し
て
の
テ
ス
ト
段

階
で
の
連
携
で
は
、
で
き
る
限
り
本

番
で
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
例
え
ば
、
接
続
す
る
金
融

機
関
の
了
解
を
得
て
取
り
込
む
こ
と

を
す
べ
き
で
あ
る
。
全
銀
シ
ス
テ
ム

で
の
対
策
と
し
て
も
、
繁
忙
日
の
実

デ
ー
タ
で
の
テ
ス
ト
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

　

代
替
策
に
関
す
る
訓
練
の
定
期
的

な
実
施
と
参
加
で
は
、
全
銀
シ
ス
テ

ム
障
害
の
場
合
、
各
金
融
機
関
と
全

銀
ネ
ッ
ト
と
の
デ
ー
タ
受
け
渡
し
に

つ
い
て
、
テ
レ
為
替
、
新
フ
ァ
イ
ル

転
送
、
媒
体
経
由
の
３
通
り
の
ル
ー

ト
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

テ
レ
為
替
の
障
害
で
他
の
ル
ー
ト
を

活
用
す
る
試
み
自
体
は
妥
当
で
あ
っ

た
。

　

だ
が
、
過
去
に
障
害
が
発
生
し
た

こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ

う
し
た
別
ル
ー
ト
へ
の
切
り
替
え
訓

練
が
不
十
分
で
、
多
く
の
デ
ー
タ
が

未
処
理
と
な
っ
た
。
別
ル
ー
ト
で
の

受
け
渡
し
を
す
る
際
に
は
、
重
複
デ

ー
タ
や
欠
落
デ
ー
タ
が
発
生
し
な
い

よ
う
、
持
ち
込
み
側
の
金
融
機
関
で

の
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
に
な
る
。

　

さ
ら
に
今
回
は
、
内
国
為
替
制
度

運
営
費
の
情
報
の
受
け
渡
し
も
求
め

た
よ
う
で
あ
り
、
対
応
が
間
に
合
わ

な
か
っ
た
金
融
機
関
も
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
こ
う
し
た
事
態
を
想
定
し

た
事
前
の
訓
練
が
定
期
的
に
行
わ
れ

て
い
れ
ば
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
代
替

手
段
で
の
連
携
が
行
う
こ
と
が
で
き

た
だ
ろ
う
。

　

実
効
性
の
あ
る
代
替
や
復
旧
を
行

う
た
め
に
は
、
接
続
す
る
他
組
織
と

の
相
互
の
連
携
の
強
化
が
必
要
で
あ

る
。
各
金
融
機
関
で
の
事
業
継
続
計

画
も
取
り
込
み
、
金
融
シ
ス
テ
ム
全

体
で
の
事
業
継
続
を
図
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
。
全
銀
シ
ス
テ
ム
障
害
で
も
、

加
盟
金
融
機
関
か
ら
の
出
向
受
け
入

れ
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
人
材
の
強
化
や

Ｉ
Ｔ
・
シ
ス
テ
ム
関
連
の
委
員
会
の

新
設
検
討
が
再
発
防
止
策
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
。＊　

＊　

＊

　
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
取
り
巻
く
環
境

は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
、

組
織
内
で
の
机
上
で
の
検
討
で
は
実

効
性
に
限
界
が
あ
る
。
金
融
機
関
に

は
、
開
発
会
社
や
他
組
織
を
巻
き
込

ん
だ
検
討
や
障
害
を
想
定
し
た
訓
練

を
行
う
こ
と
で
、
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
力
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

え
ん
ど
う
　
ま
さ
ゆ
き

83
年
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
卒
、

三
菱
銀
行
入
行
。
第
３
次
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ス
テ
ム
開
発
、
東
京
三
菱
銀
行

シ
ス
テ
ム
統
合
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ

銀
行
シ
ス
テ
ム
統
合
等
の
超
大
規
模

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
主
に
推
進
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
立
場
で
参
画
。
17
年
か

ら
現
職
。
博
士
（
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
）。
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